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「わたしの戦争時代」関連年表

西 暦 昭和 月 日 で き ご と

１９３１ ６ ９．１８ 満州事変おこる

犬養首相暗殺される１９３２ ７ ５．１５ ５．１５事件おこる

１９３３ ８ ３．２７ 国際連盟脱退 言論・思想統制の強化

１９３６ １１ ２．２６ ２．２６事件おこる

１９３７ １２ ７． ７ 南京大虐殺おこる日中戦争始まる（支那事変）

７．１５ 新城地方に豪雨大水害がおこる

国家総動員法成立１９３８ １３ ３．２４

衣料切符制開始 軍需品の供出が始まる

１９３９ １４ ９． ３ 第二次世界大戦始まる

４． １ 青年学校が義務制となる

１２．１５ 豊川海軍工廠設立

（１人１ヶ月 斤，次第に減少）１９４０ １５ ７月 砂糖が配給切符制となる 0.4
１０．１２ 大政翼賛会結成

１１月 マッチが配給切符制となる

（ ）１９４１ １６ ４． １ 初等科６年・高等科２年尋常小学校が国民学校となる

４．１３ 日ソ中立条約調印

８． １ 米の配給制が始まる

（ハワイ真珠湾攻撃）１２． ８ 太平洋戦争開始

１９４２ １７ ２月 みそ・しょう油の配給制実施

２．２１ 米・麦・さつまいも・じゃがいもの供出が始まる

６． ５ 日本海軍 ミッドウェー海戦で大敗

４．１８ 米軍の日本本土初空襲

大日本婦人会八楽支部結成

食糧の買い出しさかんになる

１９４３ １８ 各所でアメリカ軍の反撃

６．２５ 学徒動員法成立

７．３０ 女子学徒動員決定

１２．２４ 徴兵検査１年繰り下げ１９歳となる（１７歳未満の志願

兵の採用も始まる）

寺の半鐘・銅製品など金属品の供出が始まる

英語の使用が禁止される

１４～２５歳の未婚女性軍需工場へ１９４４ １９ １．１９ 女子挺身隊動員決定

４月 愛知県が学徒動員を発令

６．１９ マリアナ沖海戦，日本海軍，空母・航空機の大半を失う

（Ｂ２９日本空襲の基地となる）７． ７ サイパン島玉砕

７． ９ 本土決戦に備え第７３師団（怒部隊）が編成され 司令部,
が国府国民学校に置かれた

７月 大干ばつにみまわれる

８．１７ 名古屋花の木国民学校児童が大善寺，勝楽寺に疎開

（新城高等女学校は工場，新城農蚕９月 通年の が始まる勤労動員

学校は工場等，国民学校高等科は食糧増産に従事）
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９・１０月 仏具 金銀製品を回収する,
１０．２４ レイテ沖海戦で日本海軍，事実上壊滅

１０月末 神風特攻隊による攻撃開始

１１．２３ 米軍機が豊川海軍工廠を上空より写真撮影

１２月 沖縄大空襲

１２． ７ 東南海地震 Ｍ 震源：熊野灘沖13:36 7.9
１２．１３ 名古屋空襲（三菱重工中心）

１９４５ ２０ １．１３ Ｍ 震源：三河湾 死者 人三河地震 3:38 6.8 2,306
１．１４ 日吉に爆弾が投下される

３月 名古屋空襲（３／１２，３／１９，３／２５）

４月 国民学校初等科以外は となる授業停止

〃 このころから学校が軍の倉庫や兵舎，工場になる

３．１０ 東京大空襲

３．１７ 硫黄島の日本軍玉砕

４． １ 米軍，沖縄本土上陸開始

４． ７ 戦艦大和，米軍航空機の攻撃で九州南方海上で沈没

名古屋空襲，名古屋城炎上５．１４

５．１９ 豊川海軍工廠初の被爆（死者３０数名）

６． ９ 名古屋空襲（愛知時計，愛知航空機など）

６．１８ 未明に浜松市空襲（死者１，７２０人）

６．１９ （全戸数の７０％焼失，死者６４２人）豊橋空襲

（戦死１０万人，一般住民２０万人死亡）６．２３ 沖縄の守備隊全滅

・ 海軍工廠上空から多数の降伏勧告のビラがまかれる7/1 7/24
７．２０ 岡崎空襲

８． ６ 広島に原子爆弾投下

豊川海軍工廠被爆８． ７

新城高女の女生徒２２名が犠牲となる

８． ８ ソビエト，対日宣戦通告

８． ９ 長崎に原子爆弾投下，ソビエト満州朝鮮国境より侵入

天皇，敗戦の詔勅を放送８．１５

日中・太平洋戦争が終わる（戦没者３１０万人）

９． １ 国民学校授業再開 ＧＨＱ占領軍の指令

１１．１０ ＧＨＱより教育制度に対する管理政策指令

１９４６ ２１ １． １ 天皇人間宣言

１．１１ 各国民学校の御真影を奉還，のちに奉安殿を撤去

１．２９ 修身・国史・地理の教科書の回収および授業停止指令

〃 （軍国主義的なところ等）教科書の削除，すみぬり指令

１０． ９ 文部省男女共学実施を指令

１１． ３ 日本国憲法発布

１９４７ ２２ ４． １ 教育基本法・学校教育法公布

〃 ６・３制実施，市内各中学校が開校

５． ３ 日本国憲法施行

６．２９ 社会科（地理，国史）の授業開始指令

１９４８ ２３ １１．１２ 極東国際軍事裁判最終判決 Ａ級戦犯７名絞首刑


